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Research Abstract

PCKラットの拡張肝内胆管を構成する胆管細胞には、病理組織学的に2種類の異なる形質を有するものがあることを⾒出した.すなわち、PCKラットの肝組織切⽚を⽤いた免疫染⾊で、通常
の胆管細胞と同様の上⽪系形質を有するものに加えて、胆管上⽪マーカー(cytokeratin19, CK19)の発現が低下し、代わって間葉系マーカー(vimentin, fibronectin)が陽性を⽰す胆管細胞
があることを明らかにした.さらに、PCKラットの培養胆管上⽪細胞をTGF-β1で刺激すると、間葉系マーカー(vimentin)と細胞外マトリックス(fibronectin、collagen)の発現が著明に亢
進し、⼀⽅、胆管上⽪マーカー(CK19)の発現は低下した.⼀⽅、E-cadherin、タイトジャンクション蛋⽩(zonula occludens-1)の発現や細胞形態に変化はなく、α-SMA(筋線維芽細胞マ
ーカー)の発現誘導も認めなかった.以上の成績から、PCKラットの胆管細胞はTGF-β1により脱分化を起こし間葉系細胞の性質を獲得することで、肝線維化に関与している可能性を⽰した.
この胆管上⽪細胞の性質の変化は筋線維芽細胞への分化ではなく、いわゆるepithelial to mesenchymal transition(EMT)とは異なる現象と考えられた.さらに、ヒト先天性肝線維症、カ
ロリ病の肝組織切⽚でTGF-β1の細胞内シグナル伝達分⼦であるリン酸化Smad2の免疫染⾊を⾏った結果、胆管細胞におけるリン酸化Smad2の発現は対照群と⽐較して有意に増加してい
た.この結果から、ヒト先天性肝線維症、カロリ病においても胆管細胞が肝線維化に関与している可能性が⽰唆された.
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